
天
山
北
路　

国
境
を
超
え
る
旅

高
田　
英
生
（
東
京
）

　

昨
夏
、
ウ
ル
ム
チ
か
ら
天
山
北
路
を
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
、
キ
ル
ギ
ス
ま
で
抜
け
、
そ
こ
か
ら
南
へ
天
山
山

脈
の
峠
を
越
え
カ
シ
ュ
ガ
ル
ま
で
旅
を
し
た
。

　

四
千
ｍ
〜
六
千
ｍ
級
の
山
々
が
連
な
る
天
山
山
脈

は
、
多
く
の
支
脈
を
従
え
な
が
ら
、
東
の
ト
ル
フ
ァ

ン
か
ら
カ
ザ
フ
・
キ
ル
ギ
ス
ま
で
二
千
五
百
㎞
に
わ

た
る
。
そ
の
冠
雪
と
氷
河
は
、
降
水
の
非
常
に
少
な

い
山
麓
の
オ
ア
シ
ス
や
河
川
を
潤
し
遊
牧
の
民
を
育

ん
で
き
た
。
古
来
よ
り
、
山
懐
の
草
原
に
は
牧
畜
を

主
要
な
生
業
と
す
る
人
々
が
暮
ら
し
、
交
易
や
政

治
・
宗
教
的
野
心
に
導
か
れ
た
人
々
が
天
山
の
峠
を

越
え
て
行
き
来
し
た
。

　

近
年
ま
で
訪
れ
る
人
は
限
ら
れ
て
い
た
が
、
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
特
番
を
始
め
と
し
て
観
光
地
や
風
物
が
紹
介
さ

れ
る
こ
と
も
多
く
な
り
、
古
来
よ
り
の
歴
史
の
一
杯

詰
ま
っ
た
風
土
を
是
非
歩
い
て
み
た
く
参
加
し
た
。

　

今
回
の
ツ
ア
ー
の
同
行
者
は
皆
さ
ん
旅
行
経
験
が

豊
か
な
方
々
ば
か
り
。
チ
ベ
ッ
ト
は
四
回
、
こ
の
ツ

ア
ー
訪
問
地
で
あ
る
キ
ル
ギ
ス
・
イ
シ
ク
ク
ル
湖
、

パ
ミ
ー
ル
高
原
・
カ
ラ
ク
リ
湖
は
二
回
目
、
さ
ら
に
、

玄
奘
三
蔵
の
足
跡
を
辿
っ
て
今
回
が
目
標
達
成
の
旅

と
い
う
方
も
い
た
。

　

カ
ザ
フ
、
キ
ル
ギ
ス
の
現
地
ガ
イ
ド
を
し
て
頂
い

た
方
は
日
本
に
留
学
し
て
い
た
。
遠
目
で
は
日
本
人

か
と
思
っ
た
。
民
族
も
宗
教
も
長
く
交
雑
し
て
き
た

こ
の
地
域
で
、
市
場
で
の
キ
ム
チ
売
り
（
韓
国
人
）

と
山
間
渓
谷
の
景
勝
地
で
蜂
蜜
を
売
り
に
近
寄
っ
て

き
た
女
性
（
ロ
シ
ア
人
）
た
ち
に
は
、
諸
民
族
の
歴

史
を
妙
に
実
感
し
た
。

　

ツ
ア
ー
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
は
「
…
草
原
の

１３２

会

員

の

広

場

会

員

の

広

場

道　

陸
路
で
の
国
境
越
え
が
三
回
…
」
と
あ
り
、
天

山
山
麓
の
ウ
ル
ム
チ
か
ら
天
山
北
路
の
要
衝
イ
リ
ま

で
鉄
道
で
、
そ
こ
か
ら
は
貸
し
切
り
バ
ス
を
乗
り
継

い
で
、
国
境
を
三
回
超
え
る
こ
と
に
な
る
。

　

近
時
、
陸
路
で
も
国
境
を
意
識
せ
ず
に
通
過
す
る

と
こ
ろ
も
少
な
く
な
い
な
か
、
こ
の
旅
行
で
は
思
い

切
り
国
境
を
意
識
さ
せ
ら
れ
た
。
中
国
か
ら
の
出
入

国
に
際
し
て
、
国
境
の
管
理
事
務
所
・
税
関
を
抜
け

る
ま
で
、
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
は
解
錠
・
点
検
、
カ
メ
ラ
、

ス
マ
ホ
は
撮
影
記
録
を
開
示
さ
せ
ら
れ
、
旅
行
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
が
没
収
さ
れ
た
人
も
い
た
。
時
に
バ
ス
に

乗
り
込
ん
で
き
て
、
旅
券
の
提
示
を
求
め
ら
れ
た
。

カ
シ
ュ
ガ
ル
か
ら
パ
ミ
ー
ル
高
原
を
経
て
パ
キ
ス
タ

ン
に
通
ず
る
カ
ラ
コ
ル
ム
ハ
イ
ウ
エ
イ
で
も
国
境
の

は
る
か
手
前
で
検
問
を
受
け
た
。

　

今
回
は
、
天
山
山
脈
ま
た
そ
の
支
脈
の
山
々
を
常

に
望
見
す
る
旅
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
実
、
キ
ル
ギ

ス
・
中
国
国
境
に
あ
る
最
高
峰
ポ
ベ
ー
ダ
山
七
四
三

九
ｍ
（
故
田
部
井
淳
子
が
一
九
九
九
年
雪
崩
に
襲
わ

れ
が
ら
も
登
頂
し
た
。）
は
前
山
の
彼
方
で
遠
望
す

ら
で
き
な
か
っ
た
。
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